
 

 

第５号様式（第６条関係）  

綾瀬市立春日台中学校 学校運営協議会会議録  

会 議 の 名 称 第 2 回綾瀬市立春日台中学校 学校運営協議会 

開 催 日  令和 6 年 11 月 14 日（木） 

開 催 時 間  16 時 00 分 ～17 時 00 分 

開 催 場 所  綾瀬市立春日台中学校 

議 長  戸田 隆（会長） 

出 席 者 
戸田隆（会長）、伊藤正貴（地域コーディネーター）、校

長、教頭、総括教諭 5 名、教諭 1 名 

傍 聴 の 可 否 可 傍 聴 者 数 0 人 

会 議 の 内 容 

【議題】 

①  本校の実状・課題の確認について 

②  小中交流会での取組について 

③  今後の取組について  

④  その他 

【主な意見・決定事項など】  

①各総括教諭より 

・１０月に１回目の校内研究提案授業発表があり、「すすんで学ぶ人」をテー

マに各教科で授業研究を進めている。  

 ・５月と９月に行われた登校指導の様子を受け、自分から挨拶ができる生徒の

育成を目指し、更に声かけなど指導に努めていく。 

 ・継続可能な取組として新たに、卒業式や入学式に壇上や階段に飾る鉢植え作 

りを地域の方々と生徒と一緒に行いたい。どのように進めていけばいいのか

を相談、検討していく。  

 ・進路指導において、インターネット出願の方法など、昨年度との変更点を細

かく確認していく。  

 ・行事を通して人間関係の深まりや変化が見られる。それにともなって支援室

を利用する生徒が増えてきている。落ち着いた学校生活ができるように引き

続き、見守っていきたい。  

 ・今年も厳しい天候のなかで部活動は活動をしていたが、ＷＢＧＴ（湿球黒球

温度）の数値や生徒の様子をよく注視することで安全に活動ができた。体育

祭では生徒会種目を復活させ、合唱祭では有志を募り、教師と生徒、保護者

で一緒に合唱を行うなどの活動を通して一体感の高まりが見られた。  

②８月に行われた小中交流会において「地域の教育力の発見・活用部会」では、 

３年間を見通した取組として『１年目は地域にどのような方がいるのか、どの  

ような取組をしているのかをアンケートをとってまとめ、リストを作成する。 

２年目はそのリストをもとに何をどのように進めるかを考え、活用に向けて進



 

 

めていく。３年目はさらに発展させる』を考えている。  

③・戸田会長から、合唱祭での生徒たちの合唱は素晴らしかったという感想をい 

ただいた。鑑賞態度もよく、お互いを認めあう姿を見ると、当日までの様子  

や努力がわかる内容だったというご意見を受け、「今後、小中連携でその合  

唱を次年度入学する６年生に見せるのはどうか」という話がでた。来年度に 

向けて検討していきたい。  

 ・地域コーディネーターの伊藤さんからは、地域の方々と生徒たちとの鉢植え

は、来年２月あたりに実施できるよう調整、連絡、準備を進めていこうとい

う提案があった。  

【配付資料】 

第 2 回学校運営協議会次第、校外連携の取組について（補足資料）  

次回開催予定 第 3 回 学校運営協議会 【2 月 25 日（火）】 

 


